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モロッコ経済日誌 ２０１３年３月 

在モロッコ日本大使館経済班 

Ｉ．国内経済 

１． 指標等 

①２０１３年経済成長率予測1 

 ２６日，ジョアリ中央銀行総裁は定期会合の席で，主要貿易相手国の情勢やエネルギー国際価

格は不安定であるが，モロッコの２０１３年経済成長率は４～５％の範囲になるとの予測を示した。ま

た，２０１３年の政府財政赤字は，２０１２年のＧＤＰ比７．６％（民営化による収入除く）から減少し，５．

５％になると予測。さらに，２月末時点での外貨準備高は輸入額の約４ヶ月分であり，マクロ経済は

安定している旨述べた。 

 

②政策金利の据え置き2 

 ２６日，中央銀行は政策金利（無担保コール１週間物）を３％に据え置くことを決定した。ジョアリ

中央銀行総裁は定期会合の席で，価格抑制のための政府補助金制度の現状維持という仮定にお

ける財政収支均衡と継続的な物価上昇予測のバランスを考慮して据え置きを決定した旨述べた。

同銀行はモロッコの２０１３年の物価上昇率を２．２％と予測している。 

 

２． 建設・公共事業・インフラ等 

①タンジェ・オートモーティブ・シティの整備完了予定3 

 タンジェ地中海特別庁（ＴＭＳＡ）が開発している新規工業地域であるタンジェ・オートモーティ

ブ・シティの第一区画の整備が４月までに完了する見込み。同シティはタンジェ市から南東２０ｋｍ，

タンジェ港から３０ｋｍ，ルノー・メルーサ工場の正面に位置し，敷地面積は５０ｈａ，主に機械，電気

及び電子産業が対象となる。第二区画１３４ｈａの整備も第一区画の半分が供用された時点で開始

される計画。 

 

②カサブランカ・トラムウェイの運行状況4 

 カサブランカ・トラムウェイの運行開始（２０１２年１２月１２日）から３ヶ月経過したところ，この期間の

乗客数は３５０万人，1 日平均５万５０００人に達した。開業以来乗客数は増え続けており，単純計

算すると，１日当たりの乗客数は当初の２万５０００人から月毎に１万５０００人増加したこととなる。ま

た，終着駅間の所要時間は平均で当初の１００分から現在では８０分にまで短縮した。その他，治

                                                 
1 エコノマップ（3 月 26 日） 
2 エコノマップ（3 月 26 日） 
3 Les ECO（3 月 20 日） 
4 ル・マタン（3 月 12 日） 

注：1DH=約 10.96 円（3 月 26 日） 
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安維持の目的で，トラム内に７０名，駅及び路線に２５０名の警備員が配置されており，これまでのと

ころトラム内における窃盗や暴力等の事件は報告されていない。 

 

３． 農業・漁業 

（特になし） 

 

４． 産業 

①ＯＣＰによるブラジル子会社の設立5 

 ＯＣＰはブラジルにおける子会社設立の認可を取得済みで，１億７６８０万ＤＨを投じて「South 

Atlantic Fertilizers Trading Company BV」と称する新会社（ＯＣＰが１００％出資）を設立する予定。

同新会社は，当初は，ブラジルの複数の地方における農業収穫高を増やすための援助を行い，

次に顧客に対して肥料を売り込む計画。目標売上高は２０１３年に２億６００万米ドル，２０２２年には

１１億ドルを目指す。 

 

②ＳＮＣ－ＬａｖａｌｉｎによるＯＣＰの人材育成6 

 １９日，カナダＳＮＣ－Ｌａｖａｌｉｎ（エンジニアリング／建設）はＯＣＰと人材育成に関する契約を締

結したと発表した。育成プログラムの内容には，採掘，選鉱，硫酸工程，肥料製造等が含まれ，Ｏ

ＣＰが現在建設している４カ所の施設で実施される。プログラムの第一期は既にＳＮＣ－Ｌａｖａｌｉｎの

モントリオール及びカサブランカ事務所で開始されており，２０１４年第三四半期に終了する予定。 

 

③ＯＣＰによる２０１３年のサフィにおける投資計画7 

 ＯＣＰは２０１３年に３５億ＤＨを投じてサフィの開発を進める投資計画を公表した。海水の脱塩施

設（処理能力２６００万ｍ３／年）の建設に６．６億ＤＨを投資する他，２８億ＤＨを投じて２本の硫酸ラ

インを建設する。なお，ＯＣＰはサフィにおいてリン酸及びリン酸肥料の他に家畜用のリン酸飼料も

製造している。 

 

④仏MK Aero社及び仏Lelma社のタンジェ・フリー・ゾーン（ＴＦＺ）工場竣工式8 

 ４日，航空部品関連の仏MK Aero社と仏Lelma社のＴＦＺにおける工場竣工式が，アマラ商工業・

新技術大臣も出席する中執り行われた。MK Aero社は仏Mecachrome社の１００％子会社で，面積

３０００ｍ２の工場にて航空部品の組み立てや加工を行い，２０１３年に約２００万ユーロの売り上げを

目指す。Lelma社はMecachrome（４０％）と仏l’Electrolyse（６０％）の合弁企業で，部品の表面処理

や塗装等を行う。工場面積３２００ｍ２，２０１３年の目標売上高は６５０万ユーロ。 

 

                                                 
5 Les ECO（3 月 5 日） 
6 エコノマップ（3 月 21 日），オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 21 日） 
7 Les ECO（3 月 19 日） 
8 オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 6 日），エコノミスト（3 月 6 日） 
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５． エネルギー・電気・水 

①仏Veolia社による上下水道・電気供給事業の売却9 

 ８日，仏 Veolia Environment 社は，モロッコにおける上下水道及び電気供給事業（Redal（ラバト）

とAmendis（タンジェ－テトゥアン）に営業委託）の売却について英国投資会社Actis社と合意した。

売却額は３億７０００万ユーロで，Veolia 社は Actis 社に対してノウハウ伝達等のため３年間の技術

サポートを行う。現在，本売却に関するモロッコ当局からの正式承認を待っているところ。なお，

Veolia 社は負債削減のため資産売却を進めている。 

 

②ドゥイリ大臣と電力・電子・再生可能エネルギー国民連盟の会合10 

 ２２日，ドゥイリ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣と電力・電子・再生可能エネルギー国民連盟

（ＦＥＮＥＬＥＣ）の代表団との間で会合が開かれ，ＦＥＮＥＬＥＣ側は電力水道公社（ＯＮＥＥ）による

支払遅延の問題や同公社との契約保証金の返還に関する問題の状況を説明した。ドゥイリ大臣は，

政府が国の電力事業の発展と継続に多大な注意を払っており，自発的に支援していく旨約束した。

また，同会合のコミュニケでは，３月に国からＯＮＥＥへ供与された５億ＤＨはＯＮＥＥへの納入業者

に対する支払いのみに充てられること，及び４月には評価会合が開催されることが強調された。 

 

③エネルギー効率化推進に向けた会合11 

 ２月２８日，エネルギー効率化推進のための会合が開催され，ドゥイリ・エネルギー・鉱山・水利・

環境大臣は，エネルギー効率化国家計画により２０３０年に向けて毎年１００～１５０億ＤＨのエネル

ギーコスト削減を目指すと発言した。モロッコの２０１２年におけるエネルギー支払額はＧＤＰ比１

１％に相当する１０３０億ＤＨであり，その９５％を輸入に頼っている。省エネを推進することで，段階

的に毎年１０～１５％のエネルギー消費量削減を目指す。 

 

④サレ市が「持続可能な都市再生可能エネルギー計画」に参画12 

 サレ市は，ＥＵの気候変動に関する行動計画の枠組みで，「持続可能な都市再生可能エネルギ

ー計画」（le Projet SURE (Sustainable Urban Renewable Energy)）を他の３都市（ドイツのフリードリヒ

スハーフェン，スペインのムルシア，ポーランドのポラツク）との間で取り結んだ。目的は，二酸化炭

素排出量の２０％削減，エネルギー消費効率の２０％向上，再生可能エネルギー生産量の２０％増

強。計画実行にあたりサレ市は２０１２－２０２０年で約２億４５００万ＤＨを必要とするが，現在から２０

２０年までの同市によるエネルギー支払額を約８億８０００万ＤＨ削減できる見込み。 

 

 

 

                                                 
9 エコノミスト（3 月 11 日） 
10 エコノマップ（3 月 26 日） 
11 ル・マタン（3 月 4 日） 
12 エコノミスト（3 月 12 日） 
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⑤ＳＡＭＩＲ社の２０１２年財務報告13 

 モロッコで唯一石油精製を手掛けるＳＡＭＩＲ社は，２０１２年純利益が前年比１９％減少し３億５０

００万ＤＨとなった旨，カサブランカ証券取引所のウェブサイト上で報告した。同社の国内売上は前

年比３％減少したが輸出は２２％増加，売上高は注文価格上昇の影響もあり１０％増えて５４９億４６

００万ＤＨに達した。しかしながら，特に財政再編の遅延が純利益の減少につながったと説明して

いる。 

 

⑥炭化水素鉱山公社の２０１１年年次報告14 

 炭化水素鉱山公社（ＯＮＨＹＭ）の年次報告によると，２０１１年の鉱山分野における同社の投資

額は６９２５万ＤＨ，共同出資者による投資額は１１億６０００万ＤＨに達した。複数のプロジェクトが

立ち上げられ，これにより面積約４４万７４４８ｋｍ２がカバーされる。現在，炭化水素の生産はエッサ

ウィラとガーブ地域に集中しており，天然ガスの供給量は前年比７．０８％増加，軽質液状炭化水

素については１．６８％減少したが，売上高は燃料価格高騰の影響もあり３４．５％増の１億３７７８万

ＤＨとなった。また，２０１１年には石油に関する６つの共同出資計画が合意され，国際的オペレー

ター５社が新規参入，さらに，同期間に６つの調査井が掘削された（プレリフに２カ所，ガーブに４カ

所）。なお，２０１０年に開始された５つのプロジェクト（Boujdour沿岸，Meskala-Toukimt鉱脈，ラバト

－タルファヤの沖合，Dakhla沖合及び地方におけるシェールガス探査）も継続されている。 

 

６． その他 

①監査法人・マザー社（Mazars）による銀行分野の競争状況調査15 

 ４日，マザー社は，競争委員会（Conseil de la concurrence）からの委託を受けて実施したモロッコ

の銀行分野における競争状況に関する調査結果を発表した。これによると，銀行分野では，国家

（直接的に７つの銀行を経営），アティジャリワファ銀行，及び人民銀行（La Banque populaire）があ

る程度市場を独占しているが，この傾向は２０１０年以降弱まってきている。 

 

②北アフリカ世界投資会議の開催16 

 ２０－２２日，第１回北アフリカ世界投資会議（World Investment Conferences）がマラケシュにてモ

ロッコ投資促進庁（ＡＭＤＩ）協力の下開催された。政界・経済界から約２５０名の要人が参加し，北

アフリカにおける投資案件の紹介や海外投資促進策等について話し合った。ベンキラン首相やバ

ラカ経済・財政大臣の他，英国Alistair Burt北アフリカ担当外務政務次官やGuy Hacheyボンバル

ディア社長も出席した。 

 

 

                                                 
13 エコノマップ（3 月 26 日） 
14 エコノマップ（3 月 7 日） 
15 エコノミスト（3 月 5 日），ル・マタン（3 月 5 日） 
16 エコノマップ（3 月 20 日，22 日） 
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③地方投資センターの２０１２年活動報告17 

 地方投資センター（ＣＲＩ）が公表した報告書によると，２０１２年に同センターは１６２３件の投資案

件を取り扱い，これらの事業により２１万５０００人の雇用が創出され，１４３０億ＤＨの投資を呼び込

んだ。案件の内訳は公共投資（３３．５％），産業（２６．７％），観光（１８％），エネルギー・鉱業（１０．

４％），サービス（８．４）％となっている。 

                                                 
17 エコノマップ（3 月 26 日） 
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ＩＩ．諸外国等との関係 

1. 外国政府との関係 

①モハメッド６世国王のアフリカ諸国歴訪18 

３月１５日－３１日，モハメッド６世国王がセネガル，コートジボワール，ガボンを公式訪問した。主

な随員は，ムーレイ・イスマイル王子（国王の弟），シェリフ・ムーレイ・アブダッラー（国王の従兄弟），

国王顧問，外務・協力大臣，経済・財政大臣、設備・運輸大臣，エネルギー・鉱山・水利・環境大臣，

永代財産・イスラム宗教大臣，保健大臣。 

（１）セネガル訪問 

１６日，モハメッド６世国王とサル・セネガル大統領は，「国際旅客・貨物陸上輸送」および「鉱山・

炭化水素・電力・再生可能エネルギー」分野に関する二国間協定に署名。モハメッド６世国王は晩

餐会での演説において，特に農業，農村地域の電化，人工雨の分野における二国間協力の重要

性を強調。また，持続的発展および貧困対策の目標実現に向けたいっそうの努力を表明。南南協

力についてはセネガルの重要性を再確認した（保健分野の協力として「モハメッド６世眼科クリニッ

ク」および医薬品普及支援）。 

（２）コートジボワール訪問 

１９日，モハメッド６世国王とウワタラ・コートジボワール大統領は，６つの二国間協力協定の署名

式を主宰。協力協定覚書（両国の外務大臣による署名），互換的投資支援・保護に関する協定（経

済・財政大臣），漁業・水産養殖における二国間協力協定（農業・海洋漁業大臣），航空サービス

に関する協定（設備・運輸大臣），観光分野の職業訓練に関する協定（観光大臣），民間人保護に

関する協定（内務特命大臣）に署名。 

（３）ガボン訪問 

２６日，モハメッド６世国王とアリ・ボンゴ・オンディンバ・ガボン大統領は，６つの二国間協力協定

の署名式を主宰。保健分野における２つの協定（両国の保健大臣による署名），民間人保護に関

する協定（内務特命大臣），技術・不正行為抑制・研究施設に関する協定（農業・海洋漁業大臣），

ガボンにおける国際地中海ラジオ局（ＲＭＩ）周波数変調による放送許可に関する協定（ＲＭＩ代表

会長とガボン・デジタル経済・通信・郵政大臣），テクノロジー・情報システム分野における協定（ＩＮ

ＶＯＬＹＳ社代表会長とガボン・予算・会計・公職大臣）に署名。 

 

②アマラ商工業・新技術大臣とリビア産業大臣との面談19 

 ６日，ラバトにてアマラ商工業・新技術大臣は，リビアの Sulaiman Ali Latif al-Fitouri 産業大臣と

面談し，産業分野における二国間関係強化について話し合った。アマラ大臣はプレスへの発表に

おいて，特に衣料分野におけるリビアへの技術協力や次週に予定されているモロッコからリビアへ

のビジネスミッション派遣に言及した。 

                                                 
18 エコノマップ（3 月 18-26 日） 
19 オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 14 日），エコノマップ（3 月 14 日） 
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２. 経済協力 

①世銀による１億６０００万米ドルの借款20 

 １２日，世銀はモロッコのビジネス環境改善，競争力強化，雇用促進等に向けた１億６０００万米ド

ルの借款供与に合意した。経済競争力強化に関する開発政策への初の借款となる。また，同日，

農業分野への６４４万米ドルの無償援助についても合意された。辺境地域における土地の維持管

理や作物多様化等のために使用される。 

 

②世銀による１億ユーロの借款21 

 １５日，世銀はモロッコにおける家庭ゴミの処理に関する開発政策への１億ユーロの借款供与に

合意した。本政策に対する借款は２００８年以降既に２度行われており今回で３度目となる。 

 

③世銀による２億３００万米ドルの借款22 

 ２７日，世銀は農業分野の近代化に関する開発政策への２億３００万米ドルの借款供与に合意し

た。モロッコにおける農業近代化計画（Plan Maroc Vert）支援の一環。 

 

④日本政府による無償資金協力23 

 １３日，日本政府による漁業用機材および降雨・河川流量測定機材１億円相当及び次世代自動

車５億円相当の無償供与（ノン・プロジェクト無償）に関する署名式がラバトにて開催され，柳谷駐

モロッコ特命全権大使およびエル・オトマニ外務・協力大臣が交換文書に署名した。 

 

⑤カナダ輸出開発公社による資金協力24 

 ２８日，カナダ輸出開発公社（ＥＤＣ）とモロッコ経済・財政省は，カナダ企業のモロッコに対する輸

出促進および投資強化に向けた５億ユーロの資金協力に関する覚書に署名した。同資金はカナ

ダ企業によるモロッコ投資のための調達資金やモロッコ企業によるカナダからの輸入用資金に充

てられる。 

⑥欧州復興開発銀行の電力水道公社への借款25 

 １３日，欧州復興開発銀行は電力水道公社（ＯＮＥＥ）の地方電化計画第４フェーズに対して６００

０万ユーロの借款及び１００万ユーロの無償資金協力を行う旨合意した。署名式に出席したバラカ

経済・財政大臣は，この資金により１２００の村落が電化される予定であり，電力は低・中電圧網によ

り供給されること，および，スマートメーター配備によるスマートグリッド実現に向けた予備試験と地

方における再生可能エネルギー生産も併せて実施される旨述べた。 

                                                 
20 オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 14 日），エコノマップ（3 月 14 日） 
21 エコノマップ（3 月 18 日） 
22 エコノマップ（3 月 29 日） 
23 エコノマップ（3 月 15 日） 
24 エコノマップ（3 月 29 日） 
25 オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 14 日） 
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⑦ＫＦＷによる借款26 

 ２７日，独ＫＦＷはＯＮＥＥの各種プロジェクト支援を目的とした予算１億３３００万ユーロと借款保

証契約からなる総額１億８０２０万ユーロの２０１２－２０１３年資金協力協定に合意した。対象案件は，

タルーダントの飲料水供給案件（２１００万ユーロ），国家下水計画（３８００万ユーロ），飲料水供給

改善計画（４０００万ユーロ），下水案件（１１２０万ユーロ），省エネ電灯計画（２０００万ユーロ），タザ

風力発電（５０００万ユーロ）となっている。 

 

３. その他  

①モロッコへのアウトソーシング促進に関する会合27 

 ２７日，ロンドンにて英国企業および国際企業によるモロッコへのアウトソーシングやオフショアリン

グ促進を目的とした会合が開催され，モロッコからはジュマラ駐英国モロッコ大使，アラミ預託管理

庫（ＣＤＧ）会長，ハヌーフＭｅｄＺソーシング（ＣＤＧ子会社）会長，Chikhi モロッコ投資促進庁（ＡＭ

ＤＩ）投資開発部長等が出席した。会合ではモロッコの利点として，政治的安定性，地理的優位性，

インフラや人材の充実などが挙げられた。なお，モロッコは欧州アウトソーシング協会の２０１２年オ

フショアリング・デスティネーションに選出されている。 

 

②欧州復興開発銀行によるＢＭＣＥ銀行への与信枠設定28 

 欧州復興開発銀行はＢＭＣＥ銀行に対して７５００万米ドルの与信枠を設定した。この措置により

ＢＭＣＥ銀行は特に貿易を行う中小企業への貸し出しに備える。 

                                                 
26 エコノマップ（3 月 29 日） 
27 エコノマップ（3 月 29 日） 
28 オジョドゥイ・ル・マロック（3 月 14 日） 


